
『
風
俗
画
報
』
の
余
命

槌

田

満

文

夏

目
漱

石
の
自
伝
的

長
編

「
道
草
」

(大
正
四
年
作
)
に
は
、
ま

っ
た

く

異

質

な

二
つ
の
世
界
が
対
置

さ
れ
て
い
る
。
外

国
留
学

か
ら
帰

っ
て
き

て
大
学

で
教

え
て

い
る
主
人
公
健
三

の
内

面
的
な
世
界

は
、
十
数
年
前

に
縁

を
切

っ
た
は
ず

の
養
父
島
田
が
持
ち
込
ん
で
き
た
世
俗
的
な
世
界

と

の
交

渉
に
よ

っ
て
乱
さ

れ

た
。
社
会
的
地
位
ほ
ど

に
は
経
済
的
余
裕

の
な

い
健
三
は
、
養

父

の
た
び
重

な

る
要
求

に
悩
ま
さ
れ
た
あ
げ

く
、
親
類
が
あ

い
だ

に
入

っ
て
、
か
な
り
ま
と
ま

っ
た
手
切
れ
金

で

一
応

の
か
た
を

つ
け
る
。
そ
し
て
、
ホ

ッ
と
し
た
妻

の
お
住

に
向

か

っ
て
健

三
は
い
う
。

「
世

の
中

に
片
付
く
な

ん
て
も

の
は
殆
ど
あ
り

ゃ

し
な
い
。

一
遍
起

っ
た
事

は
何
時
迄
も
続
く

の
さ
。
…

…
」

こ

の
学
問

と
世

俗
の
二

つ
の
世
界
が
、
書
物
と

い
う
も

の
を

め
ぐ

っ
て
き
わ

め
て
対
比
的
に
描
き
出
さ
れ
て

い
る

一
節
が

あ
る
。
健
三
は
従
兄

比

田

の

家

へ
、
兄

の
長
太
郎
と
養

父

の
件
を
相
談
す
る
た
め

に
出
か
け
て
ゆ
く
が

、
兄
が

ま

な
か
な
か
現
わ
れ
な

い
の
で
、
比

田
は
健
三
と
書
物

の
話
で
間
を
も
た
せ
よ
う

と

し
た
。

し
か
し

「
私

し
ゃ
旧
弊
だ
か
ら
斯
う

い
ふ
古

い
講
談
物
が
好
き
で
し

て
ね
」
と

『
常
山
紀
談
』

を
示
す

比
田
の
読
書
生
活
と
、
毎

日
洋
書
と
取
り
組

ん
で
時
間

の
不
足

に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
健

三
の
そ

れ
は
、
あ

ま
り

に
も

か
け

は
な
れ
て
い
た
。

「
兄
が

約
束

の
時

間
迄

に
顔

を
出
さ
な
い
の
で
、
比

田
は
其
間

を
繋
ぐ
た

め

か
、
し
き
り
に
書
物

の
話

を

つ
づ
け
や

う
と
し
た
。
書
物

の
事

な
ら
何
時
迄
話

し
て
ゐ
て
も
、
健
三

に
と
う
て
迷
惑

に
な
ら
な

い
と
い
ふ
自
信

で
も
持

っ
て
ゐ

る
や
う

に
見
え
た
。
不
幸

に
し
て
彼

の
知
識

は
、
常

山
紀
談
を
普

通

の
講
談
も

の
と

し
て
考

へ
る
程
度
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
彼

は
昔
出
た
風
俗
画
報

を

一
冊

残
ら
ず
綴
じ

て
持

っ
て
ゐ
た
。
・…
:
」

こ
こ
に
突
然
登
場
す

る

『
風
俗
画
報
』
と

い
う
雑
誌

は
、
比

田
が
愛
読
す

る

定
期
購
読
誌
と

し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。

し
か
し

「
そ
れ

で
も
」
と

い
う
接
続
詞

が

使
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

「
常

山
紀
談
を
普
通

の
講
談
も

の
と

し

て
考

へ
る
程
度
」

の
知
識
し
か
持
た
な

い
比
田
が

「
風
俗

画
報

』

の
バ

ッ
ク
ナ

ソ
バ

ー
を
そ

ろ
え
て

い
る

こ
と

は
、
な
ん
と
な
く

ふ
さ
わ
し
く

な

い
と

い

っ
た

ニ
ュ
ア

ソ
ス
が
感
じ
ら
れ

る
。

学
者
健

三
の
世
界

は

『
風
俗
画
報
』
と

ほ
と

ん
ど

か
か
わ
り
が
な

い
が
、
し

か
し

『
風
俗
画
報
』

の
内
容

は
勤

め
人
比

田
の
世
界

に
そ
ぐ
わ
な

い
の
で
は
な

い
か
。
ー

作
者
漱
石

は

『
風
俗
画
報
』

に
対

し
て
そ

の
よ
う
な
認
識
を
持

っ

て

い
た
と
み
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
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口

絵
画
や
写
真
を
重
視

し
た

『
風
俗
画
報
』

は
、
わ
が
国
グ
ラ

フ
雑
誌

の
さ
き

が
け

で
あ

っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
史
研
究

の
上
で
見

の
が
す

こ
と

の
で
き
な

い
文
献

で
あ

る
が
、

「
道
草
」

の

一
節

に
も
み
ら
れ

る
よ
う

に
、
従
来
必
ず

し

も
安
定
し
た
評
価
を
得
て

い
た
と

は
い
え
な

い
。
し

か
し
、
近
年
明
治
文
献
、

国
書
刊
行
会

の
二
社
か
ら
完
全
複
刻
が
同
時

に
刊
行
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
注
目

を
浴
び

つ
つ
あ

る
こ
と

は
、
そ

の
重
要
性
を
証

す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

明
治

二
十

二
年

二
月

に
創
刊
さ
れ
た

『
風
俗
画
報
」

は
、
大
正
五
年

三
月

に

終
刊
号
を
出
す
ま
で
、
通
巻
四
百
七
十
八
号
を
数
え
た
。
た
だ
明
治
四
十

一
年

四
月
以
降

の
増
刊

は
号
数

に
は
い

っ
て

い
な

い
た

め
に
、
総

冊
数

は
通

巻
号
数

よ
り

三
十
九
冊
多
く
、
五
百
十
七
冊
と
な

っ
て

い
る
。

出
版
元

の
東
陽
堂

は
明
治

二
十
年

二
月

に
美
術
専
門

の
月

刊

誌

『
絵

画

叢

誌
」
を
創
刊
し
た
印
刷

・
出
版
業

で
、
設
立
者

は
山
形
県
米
沢
市

出
身

の
吾
妻

健
三
郎

(
一
八
五
六
～
一九

一
三
)
で
あ

っ
た
。
彼

は
明
治
六
年
十
七
才
で
上
京

し
、

苦
学
し
て
大
学
南

校
に
理
化
学
、
製

煉
工
作

の
諸
科

を
学
び

、
教

授
ワ
グ

ネ

ル

に

つ
い
て
銅

版
印
刷

の
技
術
を
研
究

し
て
い
る
。
独

立
し
て
日
本
橋
葺
屋

町
に

東

陽
堂
を
開
業

し
た

の
は
、
明
治
九
年

三
月

の
こ
と
で
あ
る
。

現
在

の
週
刊
誌
に
近

い
四
六
倍
判
の

『
風
俗

画
報
』

は
、
創
刊
号
か
ら
毎

号

多
く

の
石
版
画
を
掲
載

し
た
。
文

明
開
化

の
ム
ー
ド
を
反
映
し
た
石
版

画
は
明

治

二
十
年
代

に
そ

の
全
盛

期
を
迎
え

た
が

、
最
初

の
石
版
グ

ラ
フ

ィ
ッ
ク

「
風

俗

画
報
』

は
そ
の
波

に
乗

っ
て
三
十
年
代

に
も

っ
と
も
隆
盛

と
な
り
、

「
新
撰

東
京
名

所
図
会
」

を
ピ
ー
ク
と
す

る
増
刊

を
さ
か
ん
に
発
行

し
て
い
る
。

画
報
と

い
う
新

し
い
ス
タ
イ
ル
が
圧
倒
的

な
人
気
を
得

た
こ
と

は
、
明
治

三

十

一
年
創

刊

の

『
世
事

画
報
』

、
三
十
六
年
創

刊
の

「
東
洋

画
報

』
な
ど
、
亜

流

の
画
報
雑
誌
が
続

々
と
生
ま
れ
た
事
実
か
ら
も

想
察

で
き
よ
う
。

こ
れ
ら

の

な
か
で
現
在
も

つ
づ

い
て

い
る

の
は
、
国
木

田
独
歩
が
明

治
三
十
八
年

に
創
刊

し
た

『婦

人
画
報
』

一
誌

に
す
ぎ

な

い
。

月
刊

の

『
風
俗
画
報
』

は
博

覧
会

、
災
害

、
祝
典
、
戦
争

な
ど

に
際

し
て
、

頻
繁

に
特
集

号
を
刊
行

し
た
。
そ

の
皮
切
り

は
明
治

二
十
三
年

四
月
号

(第
+
五

号
)
の

「
第

三
回
内

国
勧
業
博
覧
会
」

で
あ

る
。

二
十
六
年
十

一
月

か

ら

は
、

十

一
月
号

(第
六
+
号
)
の
ほ
か
に
、
増
刊

「
江
戸
歳
事
記
」
上

(第
六
+
一
号
)
を

出

し
た
。
以
後
月

二
冊
発
行
と

い
う

ケ
ー
ス
が

ふ
え

て
ゆ
く
。

明
治

二
十
七
年

九
月

に
始
ま

る

「
日
清
戦
争
図
絵
」

(第
七
+
八
号
か
ら
第
九
+
六

号
ま
で
に
計
+
隈

第
八
+
四
号
以
降
は
「征
清
図
絵
」
と
改
題
)
の
報
道

は
、
も

っ
ぱ

ら

石

版

記
録

画
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が

明
治

三
十
八
年

二
月

に

始

ま

る

「
征
露
図
絵
」

(第
二
百
八
+
四
号
か
ら
第
三
百
三
+
三
号
ま
で
に
計
二
+
八
冊
、
ほ
か
に
「凱
旋

図
絵
」
五
冊
)
に
な
る
と
、
木
版
や
石
版
画

に
ま
じ

っ
て
写
真
版
が
目
立

っ

て

ふ

え

て
く

る
。

『
風
俗
画
報
』

に
は
じ
め
て
写
真
が
挿
入
さ

れ
た
の
は
、
明
治

三

十

一
年

十
月

(第
百
七
+
四
号
)
か
ら

で
あ

っ
た
。

明
治

二
十
九
年
九
月

か
ち
完
結
ま

で
に
十

四
年
間
を
費

し
た

「
新
撰
東
京
名

所
図
会
」

シ
リ

ー
ズ

(
「上
野
公
園
之
部
」
か
ら

「深
川
区
之
部
」
ま
で
計
六
+
四
冊
、
ほ
か
に

「
東
京
近
郊
名
所
図
会
」
計
+
七
冊
)
の
第

一
編

(上
野
公
園
之
部
上
)
に
は
、
石
版
画
が
十

七
枚
入

っ
て
い
る
が
、
写
真

は
ま
だ

一
枚
も

な
い
。

し
か
し
、
そ

の
比
率

は
三

十
年
代
後

半
に
逆
転

し
、
四
十
二
年

三
月

の
第

六
十
五
編

(深
川
区
之
部
三
)
に
な

る
と
、
石
版

画
八
枚

に
対

し
て
、
写
真

は
二
十
六
枚

(五
ペ
ー
ジ
)
と

い
う

変

化

を
み
せ
て

い
る
。

週
刊
誌

の
草

分
け

と
な

っ
た

『
週
刊
朝

日
』

『
ナ

ソ
デ

ー
毎

日
』
が
創
刊
さ

れ
た

の
は
大
正
十

一
年

で
あ

っ
た
。
翌
年

に
は
写
真

に
よ
る
グ

ラ
フ
雑
誌

『
ア

ナ

ビ
グ

ラ
フ
』
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
大

正
五
年

の

『
風
俗
画
報
』

の
廃
刊
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は
、
石
版
グ

ラ
フ

ィ
ッ
ク
時
代

に
ピ
リ

オ
ド
を
打

つ
も

の
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

石
版
記
録
画
が
報
道
写
真

に
と

っ
て
か
わ
ら
れ

た
運
命

は
、
あ

た
か
も
明
治

の
新

建
材
だ

っ
た
煉
瓦
が
、
大
正
期

の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築

に
そ
の
座
を
奪
わ

れ
、
ま
た
開
化

の
象
徴

と
し
て

の
人
力
車
が

、
関
東
大
震
災
以
後

の
自
動
車
時

代

に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消

し
て
し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
と
、

ほ
ぼ
軌
を

一
に
す

る
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

.

大
正
時
代

に
は

い

っ
て
か
ら

の

『
風
俗
画
報

』
は
、
石

版
画
中
心
だ

っ
た
最

盛

期

の
精
彩

を
と
み
に
失

い
、
写
真
グ

ラ
フ

ィ
ッ
ク

へ
の
脱
皮

に
失
敗

し
て
、

読
者
を
次
第

に
失

っ
て

い

っ
た
。
終

刊
号
と
な

っ
た
第

四
百
七
十
八
号

(大
正
五

年
三
月
)
の
巻
末
に
記
さ
れ
た

「
編
輯
局

よ
り
」
に

「
印
刷
所

の
変

更
よ
り
彼
是

し
か
の
み

種

々
の
故
障
を
来
し
、
加
之
な
ら
ず

発
刊
期
日
さ

へ
も
遅
延
せ
し
程

の
有
様

に

候
ひ
し

は
、
是
亦

た
杜
撰

の
極
み

に
こ
れ
あ
り
…
…
」
と
あ
る

の
を
み
て
も
、

創
刊
当
初
や
全
盛
期

に
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た
よ
う
な
末
期
的
状

況
だ

っ
た

と
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

口

『
風
俗
画
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治

二
十

二
年

二
月

に
は
、
帝
国
憲
法
が
発

布
さ
れ

て
い
る
。
鹿
鳴
館
時
代
を
ピ

ー
ク
と
す

る
欧
化
主
義

の
風
潮

が
、
よ
う

や
く
反
省
期

に
入

ろ
う
と
す

る
時
期

で
あ

っ
た
。
明
治

二
十
年
創
刊

の

『
維
新

史
料
』
、

二
十

二
年
創
刊

の

『
江
戸
会
雑
誌
』
な
ど
と
と
も

に
、
画
報
が
そ

の

よ
う

な
民
間

に
た
か
ま

っ
て
き

た
機
運

に
う
な
が
さ
れ

て
誕
生
し
た

こ
と

は
、

創
刊
号

の

「
論
説
」

に
み
ら
れ

る
次

の

一
節
で
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

「
…
…
吾

人
は
幕
府

の
末
造

よ
り
維
新

の
今

日
に
至

る
の
間
を

回

想

す

る

に
、
世
運

の
進
化
遷
移

の
状
態

は
極

め
て
迅
速
急
劇
な

る
こ
と
、
行
雲

の
眼
を

過
ぎ

、
飛
鳥

の
水
に
映
ず

る
が
如

く
、
顧

眄

の
間
旧
態
消
滅

し
て
新
様
前

に
横

は
り
、
殆

ど
応
接

の
遑
あ
ら
ざ

ら
し
む
。
今
に
於
て
其

の

一
々
を
説
か
ん
と
欲

す
る
も
、
十
中

の
八
九

は
既

に
茫

乎
と
し
て
夢

幻
泡

影
に
随

て
消
散

せ
し
に
あ

ら
ず

や
。
乃
ち
画
報
に
よ
り
其

の
形
を
印
象
し
、
其

の
声

を
文
章

に
す

る
と
き

は
、
以
前

よ
り
し
て
存

す
る
も

の
愈

々
顕

は
れ
、
今

及
び
後

の
状
態

は
広
く
布

き
永
く
伝

へ
て
滅
ぶ
る
時
な
く
、
現
今
将
来
共
に
歴
史
学
芸
上
に
益
す

る
こ
と

決
し
て
鮮
少
に
あ
ら
ざ

る
を
信
ず

。
是

則
ち
風
俗
画
報
を
発
行
す

る
所

以

の
主

意
な
り
。
L

創
刊
号

は
本
文

二
十
七

・へ
ー
ジ
、
広
告
三

べ
ー
ジ
で
、

一
部
十

銭

で

あ

っ

た
。
内
容

は
論
説
、
人
事
門
、
服
飾
門
、
飲
食

門
、
土
木
門

、
器
財
門

、
動
植

門
、
叢
談
、
漫
録
、
詞
林

の
十
部
門
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら

の
文
章

の

ほ
か
に
、
八
咫
烏

図

(
松
本
楓
湖
画
)
幕
府
時
代
正
月
之
図

(小

林
永

濯
画
)

法
然
上
人
画
巻
出
産
図

(
川
崎
千
虎
画
)
な
ど
、
画
報

の
特
色
と
す
る
図
版
十

四
枚
が
挿
入
さ
れ

て
い
た
。

°
『
風
俗
画
報
』
が
主
眼
と
し
た
編
集
方
針
を
大
別
す
れ
ば
、
江
戸
時

代
風
俗

の
考
証
、
刊
行
時

に
お
け

る
東
京
新
風
俗

の
記
録
、
全
国
に
伝
わ
る
地
方
風
俗

の
紹
介

の
三
つ
と
見
な
す

こ
と
が

で
き

る
。
創
刊
号
で
も
、

「
幕

府

年

中

行

事

」
の
再
録
、

「
現
今
婦
人

の
髪
容
」

の
図
解
、
屋
代
弘
賢
遺
稿

「諸

図
風
俗

間
状
」

の
解
説
な
ど

に
、
す
で

に
そ

の
方
針
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
創
刊
当
初

は
時
流
を
反
映

し
て
、
江
戸
風
俗
研
究

に
も

っ
と
も
ウ

ェ
イ
ト
が
か
け
ら
れ
て

い
た
。

第

二
号

(明
治
一一+
二
年
三
月
)
に
は
、
憲
法
発
布

式
正
殿
式
場
之
図
、
観

兵

式

行
幸
図
な
ど
八
図
を
収

め
た

「
憲
法
発
布

式
御
次
第

付
観
兵
式
及
府
下
祝
典
の
景
況
」

と

い

っ
た
ト

ピ

ッ
ク
ス
、
京
阪
神

で
の
見
聞
を
記

し
た
北
巌
野
史
(
野

口
勝

一
)

に
よ
る

「
関
西
風
俗
談
」
な
ど
と
と
も

に
、
高
橋
又
太
郎
編

「徳

川
時
代

江
戸
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服
飾

の
変
革
」
、

乙
羽
庵
主
人

「
流
行
落
書
」
、
山
下
重
民

「
門
松
考
」
、
依

田
百
川

(学
海
)

「
畫
師
歌
川
貞
秀
が
話
」
な
ど
、
江
戸
風
俗

に
関
す

る
文
章

が
多

い
。

こ
の
う

ち
高
橋

又
太
郎
、

乙
羽
庵
主
人

と
あ

る
の
は
、

い
ず
れ
も
渡

部

又
太
郎

の
ち
の
大
橋

乙
羽
で
あ

っ
た
。

口

大
橋

乙
羽

(
一
八
六
九
～
一
九
9

)
は
、
明
治

二
年
山
形
県
米
沢
市
市

立

町

に

旅
館
音
羽
屋
を
営
む
渡
部
家

の
六
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
本
名

は
又
太
郎
、
乙

羽
と
号
し
た

の
は
生
家

の
屋
号
音

羽
屋
に
ち
な
む
と

い
う
。

父

の
没
後

、
高

橋

家

に
嫁
し
た
叔
母

の
養
子
と
な

っ
た
。
高
橋
又
太
郎

の
署
名

は
そ

の
縁
に
よ
る

も

の
で
あ
る
。

小
学
校
卒
業
後
、
山
形
市

の
呉
服
商

に
奉
公
し
た
が
、
文
才
、
画
才
に
富

む

と

こ
ろ
か
ら
、
友
人
た
ち
と
雑
誌
を
作

っ
た
。
明
治

二
十

一
年

七
月
、
小
野
川

温
泉
で
磐
梯
山

の
大
爆
発

に
遭
遇
し
、
そ

の
実
見
記
を

『
出
羽
新
聞

』
に
寄

せ

た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま
帰
省
中
だ

っ
た
同
郷

の
東
陽
堂
店
主
吾
妻

健
三
郎

に
そ

の
筆
力
を
認

め
ら
れ
、
上
京
し
て
東
陽
堂

に
入
り
、
美
術
記
者

と
し
て

『
絵

画

叢
誌
』

の
編
集
に
当
た
る

こ
と
に
な

っ
た
。

『
風
俗
画
報
』

に
は
第

二
号

(明
治
二
+
二
年
三
月
)
以
後

頻
繁

に
筆

を

執

り
、

第

三
号

(同
年
四
月
)
に
は

「
徳
川
時
代
武
家
土
木
談
」
、
第

四
号

(同
年
五
月
)
か

ら

「
日
本
駅
逓

の
沿
革

」
、
第
十
七
号

(二
+
三
年
六
月
)
か
ら

「
浅
草

の
賑
ひ
」

第
十
八
号

(同
年
七
月
)
か
ら

「
奥
州
旅
日
記
」
、
第

二
十
号

(同
年
九
月
)
に

「
唐

太
狗
車
」
、
第

二
十

一
号

(同
年
+
月
)
に

「
萩
寺

の
記
」

を
発
表
す

る
な
ど
、

江
戸
研
究
、
世
相

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
、
旅
行
記
と

い

っ
た
多
面
的
な
執
筆
活
動

を
続
け

て
い
る
。

ま
た
、
石
橋
思
案

を
通

じ
て
硯
友
社

の
同
人
と

な
り
、
小
説

「
京
屋

の
娘
」

(明
治
二
士
二
年
三
～
四
月
作
)
、

「
露
小
袖
」

(同
年
+
月
作
)
、
コ
霜
夜

の

虫
」

(二
+

四
年
三
月
作
)
な
ど

に
よ

っ
て
、
作
家
と

し
て
の
地
歩
を
築

い
た
。

二
十
六

年

に

博
文
館

か
ら

『
上
杉
鷹
山
公
』
を
刊
行

し
た
際
、
挿
絵
を
担
当

し
た
同
郷

の
画

家
寺
崎
広
業

の
紹
介

で
博
文
館
社
主
大
橋
佐
平
を
知

っ
た
が
、
乙
羽

の
人
物
を

見
込

ん
だ
佐
平

は
長
女
時
子
と
乙
羽
を
結
婚
さ

せ
、
博
文
館

の
営
業
担
当
重
役

と

し
て
大
橋
家

に
迎
え
入
れ
た
。

乙
羽

は
東
陽
堂
を
去

っ
て

の
ち
も

『
風
俗
画
報
』

に
は
し
ば
し
ぼ
寄
稿
し
て

い
る
。
小
説
以
外

で
も

『
千
山
万
水
』

『
耶
馬
溪
』
な
ど

の
紀
行
文
集
で
知

ら

れ
た
。
明
治
三
十
三
年
欧
米
に
遊
び
、
帰
朝
後

『
欧
山
米
水
』
を

刊

行

し

た

が
、
三
十
四
年
に
三
十
三
歳

の
若
さ
で
没

し
て

い
る
。

内

田
不
知

庵

(魯
庵
)

は
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て

の
乙
羽
に

つ
い
て
「
乙

羽
子
が
初

め
従
事

せ
し
は
絵
画
叢
誌

及
び

風
俗

画
報

の
二
雑
誌
編
輯

に
し
て
、

二
雑
誌

の
声
価

あ
る
氏
が
力

に
負
ふ
処
少

か
ら
ず
。
氏
が
雑
誌

の
材
料

を
採
集

す

る
極
め
て
細
心
周
到
に
し
て
博
く
群
書

を
借

覧
し
或

は
遍
く
博
識

の
士
を
訪

ふ
て
質
し
考
証

益

々
深
く

し
て
曽

て
飽
く

を
知

ら
ざ

る
な
り
。
子
が
造
詣

の
深

こ
こ

も
と

き
は
蓋

し
爰
に
原
つ
く

。
…
…
」
と

「
乙
羽
子

の
貯
金
文

学
」

(明
治
三
+
二
年
五

月
)
に
記
し
た
。

そ

の
才
能

、
人
格

に

つ
い
て
も

「
小
説
、
随
筆
、
紀
行
等

は
勿
論
漢
詩
、
和

歌
、
都

々
逸

、
端

唄
、
新
躰
詩

の
末

に
到

る
ま

で
凡

そ
文
事

に
関
す

る
も

の
必

ず
試

み
ざ

る
は
な
く

、
同
時

に
写
真
家
、
旅
行
家
、
美
術
家
と

し
て
聞
え
、
且

つ
善

良
な
る
交
際
家

、
篤
実

な
る
商
業
家
と

し
て
知
ら

る
N
も

の
豈

に
稀

に
見

る
奇
才

な
ら
ず
や
。

…
…
」

と
賞
揚

し
て
い
る
。

乙
羽

は

『
風
俗
画
報
』

の
誌

風
確

立
に
も

っ
と
も
貢
献

し
た
多
才
、
篤
実

の
文
人
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
よ

い

で
あ
ろ
う
。
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口

渡
部

乙
羽
に
次

い
で

『
風
俗
画
報
』
編
集

の
中
心
的
存
在
と

な

っ
た
の
は
、

山
下
重
民

で
あ

る
。

乙
羽

と
と

も

に

第

二
号

(明
治
二
+
二
年
三
月
)
に

「
門

松

考

」
を
発
表

し
て
以
来
、
頻
繁

に
寄
稿

し
た
重
民

は
、
大
蔵
省
官
房
第

一
課

に

勤
務
す

る
か
た
わ
ら
東
陽
堂

に
関
係

し
て
、

二
十
七
年

か
ら

は

『
風
俗
画
報
』

の
編
輯
員

に
加
わ

っ
た
。

「
新
撰
東
京
名
所
図
会
」

「
東
京
近
郊
名
所
図
会
」

の
取
材
執
筆

に
、
始

め
か
ら
終
わ

り
ま

で
従
事

し
た
の
は
重
民

と
画
家
山
本
松

谷

の

二
人
だ
け

で
あ

る
。

「新
撰
東
京
名
所
図
会

」
深
川
区
之
部

三

(明
治
四
+
二
年
三
月
)
の
巻

末

に
、

重

民
は

「新
撰
東
京
名
所

図
会
市
内

の
部
、
茲

に
終

り
を
告
ぐ
。

回

顧

す

れ

ば

、
其

の
間
星
霜

を
経

る
十
有

三
年

、
従
事
者

の
交
迭

十
数
人
。
而

し
て
其
擧

は
余

の
主
唱
に
係

る
を
以

て
、
他

の
従
事
者

の
屡

々
交
迭

せ
し
に
拘

は
ら
ず
、

余

は
終
始
之

に
着
手

し
、
下
谷
区
以
下

に
至

り
て
は
、
他

の
従
事

者

悉

く

去

り
、
余

一
人
に
て
専

ら
筆

を
執

り
、
古
今

の
沿
革

を
記
載

し
、
本
編
を
以

て
完

成

せ
り
。

…
…
」
と

い
う
書
き
出

し
の

「
啓
告
」

を
載

せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
次

の
よ
う
な
体
験
談

を
読

む
と
、
重
民

の
孤
軍
奮
闘

ぶ
り
に
感
動

し
な

い
で
は

い
ら
れ
な

い
。

「
こ
Σ
に
聊

か
調
査

の
苦
辛
談
を
擧
げ
む

に
、
記

み
ず
か

者

親
ら
社

寺
を
訪

ふ
て
其

の
沿
革

を
尋
ぬ
る
も
、
或
は
疑

ふ
て
語

ら

ざ

る

あ

り
。
或

は
語
る
も
要
領

を
得
ざ

る
あ
り
。
或
は
旧
記
焼
失
し
て
明
確

な
ら
ざ

る

あ
り
。
或

は
主
管
者
屡

々
不
在

に
て
徒

労

に
属
す

る
あ
り
。
或
は
書

を
発

し
て

尋
問
す
る
も
、
容
易
に
回
答

せ
ざ

る
も

の
あ
り
。
其

の
甚

し
き

は
、
絶
対

に
峻

拒
し
て

一
切

に
語
ら
ざ

る
あ
り
。
因
て
分
明
な
ら
ざ

る
も

の
は
、
之

を
故

老
に

質
し
、
之
を
図
書

に
考

へ
、
記
載
す
る
を
常

と
せ
り
。
其

の
碑

を
尋
ね
墓

を
探

る
時

の
如
き

、
或

は
残
欠

し
或

は
埋
堙

し
あ

る
が
為

め
、
遂

に
写

し
得
ざ

る
も

あ
ら

わ
つ

の
あ

り
。
或

は
鮮
苔
を
剥
ぎ
、
或

は
汚
泥
を
滌

ひ
、
数
回
摩
擦
し

て
纔
か

に
読

む
を
得

る
も

の
あ

り
。
或

は
俄

か
に
風
雨

に
遇

ひ
、
漸
く
薄
暮

に
迫
り
、

一
碑

一
墓
尚

ほ

一
日
に
し
て
写
す

こ
と
能

は
ざ

る
も

の
あ
り
。
或

は
寺
前

の
人
家

に

故
老
を
尋

ね
て
其

の
事
を
問

ふ
に
、

二
三
日
前

に
転
居

し
来
り
、
未
だ
附
近

の

事
を
聞
知

せ
ず
と

い
ふ
が
如
き
滑
稽
談
も
あ
り
。
社
寺

に
関
す

る
捜
索

の

一
事

を
概
擧
す

る
も
、
実

に
此

の
如

し
。
其

の
他

の
事
蹟
推

し
て
知

る
べ
し
。
江
戸

名
所
図
会

は
三
世
を
経

て
成
り

し
も

の
に
し
て
、
其

の
略
叙
彼

の
如

し
。
時
勢

同
じ
か
ら
ず

と
雖
も
、
短
時

日
を
以

て
調
査

せ
し
余
輩

の
苦
辛

は
、
偏

に
読
老

諸
子

の
推
察
を
請

は
む
と
す

る
所
な
り
。

…
…
」

重
民
の
孫
に
当
た
る
山
下
重

一
国
学
院
大
教
授
が
編
ん
だ

『回
顧
実
録
i

山
下
重
民
文
集
」

(昭
和
四
+
七
年
九
月
刊
、
私
家
版
)
の
解
説

に
よ
れ

ば
、
明

治

末

年

ま
で
大
蔵
省

に
勤
務

し
て
い
た
重
民

は
、
夕
方

か
ら
夜

に
か
け

て
東
陽
堂

で

『
風
俗

画
報
』

の
編
集

に
従
事

し
、
帰
宅

は
連

日
深
更

に
及

ん

だ

と

い

う
。

「
新

撰
東
京

名
所
図
会

」

の
実

地
調
査
も

主
と
し
て
日
曜

日
を

つ
ぶ
し
て
行
わ

れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
精
励

ぶ
り
に
は
脱
帽

せ
ざ

る
を
得

な
い
。

山

下
重
民

(
一
八
五
七
～
一
九
四
二
)
は
幼

名
を
金
次
郎

と
い
い
、
父

は

幕

府

表

銃
隊
取
締

役
で
あ

っ
た
。
安
政

四
年

に
千
駄
谷

十

軒

町

(現
在
の
四
谷
区
霞
岳
町
)

に
生
ま
れ
て

い
る
。
明
治
三
年

十
三
歳

で
太
政
官

に
勤
め
、
十

二
年
大
蔵
省
雇

と
し
て
旧
幕
府
理
財
会

要
取

調
掛

に
任
ぜ

ら
れ
た
。

『
回
顧

実

録
』
所

収

の

「自

伝
」
に
よ
れ
ば

、
は
じ
め
詩

を
植
村
芦

州
に
学
び
、

の
ち
に
大
沼
枕
山

に

つ
い
て

い
る
。

東

陽
堂

の

『
風
俗
画
報
』
に

は
創
刊
当
初
か
ら
関

係
し
、
渡
部

乙
羽
が
明
治

二
十
七
年
十

二
月

に
博

文
館
主
大
橋
家

の
人
と
な

っ
て
か
ら
は
、
そ

の
あ
と
を

承
け
て
編
集
を
主
宰
し
た
。
四
十
三
年

に
大
蔵
省

を
退
き

、
画
報

の
編
集

に
専
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念

し
た
が
、
大
正

三
年

に
は
東
陽
堂
を
退
き
、

四
年

か
ら
社
友
と

な

っ

て

い

る
。

『
風
俗
画
報
』

へ
の
寄
稿

は
、
第
四
百
七
十

三
号

(大
正
四
年
九
月
)
の

「
傾

城

の
文
字

に
就

て
」
が
最
後

で
あ

っ
た
。
創
刊

か
ら
廃
刊
ま

で
の
二
十
七
年
間

に
、
も

っ
と
も
永
く
深
く

『
風
俗
画
報
』

の
編
集

に
か
か
わ

っ
た
人
物
と

い
え

る
で
あ

ろ
う
。

口

以
上
述

べ
て
き

た
と

こ
ろ
に
よ

っ
て
も
、

『
風
俗

画
報
』
が
果

た
し
た
歴
史

的
役
割

、
編
集
担
当
者
が
傾
注

し
た
雑
誌
作
り

の
努
力

は
、
亜
流

の
画
報
雑
誌

と
い
さ

さ
か
類
を
異

に
し
て
い
た
こ
と
が
想
察

で
き

る
。

「
道
草
」

の
作
者
漱

石
が

『
風
俗

画
報
』
を
単

な
る
通
俗
雑
誌

と
見

て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
う

な
ず

け

る

の
で
あ

る
。

全
国
に
伝

わ
る
地
方

風
俗

の
紹
介

に
関

し
て
は
、
第

五
号

(明
治
二
+
二
年
六
月
)

の

「
粥
釣

」
(土
佐

高
村
眠
水

)
以
後
、

た
と
え
ぽ

「
南
部

の
絵
暦
」
(青
森
県

丸

山
茂

)

「
盆
踊

及
ぼ

ん
な
ら
さ
ん
」

(名
古
屋

平
出
鏗

二
郎
)

「
阿
武

の
戴

き
」

(
徳
島

鳥

居
龍
藏

)
と
い

っ
た
地
方

在
住

の
読
者

、
学
究

に
よ

る

投

書

が

、
毎

号

の
よ
う

に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
に
注
目

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

の
ち
の
か
り
こ
と
ば
の
き

柳

田
国
男

の
民
俗
学

に
関
す

る
最
初

の
著
作

『
後
狩
詞
記
』
が
自
家
出
版
さ

れ
た

の
は
明
治

四
十
二
年

三
月

の
こ
と
で
あ
り
、
最
初

の
研
究
雑
誌

『
郷
土
研

究
」
が
創
刊
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ

か
ら

四
年
を
経

た
大
正

二
年

三

月

で

あ

っ

た
。
学
問
的
体
系

を
欠

い
た
好
事
家
的
な
取
り
組

み
か
た
が
目

に
つ
く
と

は
い

え

、

『
風
俗

画
報
』

に
二
十
年
以
上
も
掲
載
さ
れ

つ
づ
け

た
全
国

の
地
方
風
俗

の
紹
介
が
、

日
本
民
俗
学
発
足

へ
の
地
な
ら
し
的
役
割
を

つ
と

め
た

こ
と

は
否

定

で
き

な
い
で
あ

ろ
う
。

事
実
、
柳

田
自
身

「
日
本

の
民
俗
学
」

(大
正
+
五
年
四
月
)
の

「
フ
オ
ク

ロ
ア

の
成
長
し
と

い
う
章

で

「
近
年
書
物

の
形
を
以

て
地
方
別

に
分
類
覆
刻

し
た
ジ

ェ
ソ
ト
ル

マ
ソ
ス

マ
ガ
ジ
ー

ソ
の
投
書
集
な
ど
も
、

つ
ま
り

は
後
年

の
フ
オ
ク

ロ
ア
に
他

な
ら

ぬ
の
で
あ

っ
た
。
古

い
民
謡
俚
諺
地
名
家
名
其
他

の
方
言
、
珍

し
い
迷
信
暦
法
禁
厭

の
類
を
、
互

ひ
に
紹
介

し
て
知
見
を
弘

め
る
こ
と

は
、

日

本

の
風
俗
画
報

な
ど
と
似

た
も

の
で
あ

っ
た
。
…
…
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ

る
。
今
後

『
風
俗
画
報
』

の
投
書
を
民
俗
学

の
立
場

か
ら
新
た

に
洗

い
直
す
作

業
が

な
さ

れ
て
し
か
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う

か
。

昨
今

の

〃
江
戸
ブ

ー
ム
"

の
せ
い
か
、
中
央
公
論
社

の

『
三
田

村

鳶

魚

全

集
』
が
多
く

の
読
者
を
獲
得

し
て
い
る
と

い
う
。
鳶
魚
が
発
表

し
た
処
女
論
考

「
甲
斐
方
言
考
」

は
、

『
風
俗
画
報
』

の
第

三
百

七

号

(明
治
三
+
八
年
百

)
か

ら

二
十

二
回
に
わ

た

っ
て
連
載
さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
鳶
魚

は
四
十

一
年

五
月

か
ら

『
日
本
及

日
本
人
』

に
発
表

の
場
を
持

つ
ま

で
、
す

べ
て

『
風
俗
画
報
』

に
寄
稿

し
て
い
る
。

『
風
俗
画
報
』

に
ば
ら
ば
ら

に
掲
載
さ
れ

た
江
戸
風
俗

の

考
証
や
研
究
を
、
総
合
的

に
ま
ど

め
る
仕
事
も
ま
た
、

こ
れ

か
ら

の
意
義
あ

る

課
題
と

い
わ

ね
ば
な

る
ま

い
。

昭
和
十
七
年

五
月
、
病
没
直
前

の
山
下
重
民

は
、
宮
尾

し
げ
を
編

『
風
俗
画

報
索
引
』

の
序
文

の

一
節

に

「
想

ふ
に
此
書

一
出
検
索

に
便
宜
な
る
を
以
て
、

お

も

へ

必
ら
ず
や
再
読
活
用
す

る
も

の
あ

る
に
至
ら
む
。
余
是

に
於
て
更

に
以
為
ら
く

風
俗
画
報
猶

ほ
余
命
あ
り
と
。
」
と
記

し
た
。
そ
れ
か
ら

三
十
数
年
を
経
た

い

ま
、
や

は
り

「
風
俗
画
報
猶

ほ
余
命
あ
り
」
と

い

っ
て
も

よ
い
の
で

は
な

か
ろ

う

か
。
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